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人命尊重マインド養成支援プログラム
～尊い人命を守るため自ら行動できる保育者を育成します～

岡山短期大学幼児教育学科

平成２０年３月４日

平成19年度「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム」意見交換会
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　岡山短期大学の基礎情報

昭和２６年開学、同３３年学科開設

幼児教育学科のみの単科大学

教員数：１４名

学生数：２７０名（収容定員３００名）

→　教員・学生全員が同じ目標に向かって努力
する体制が構築しやすい
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　学生支援の理念

すべての学生に行き渡る

人格面の成長に役立つ

心身の健康を増進する

良好な人間関係作りに役立つ

社会人としての学識教養の向上に役立つ

職業人としての知識技能の習得に役立つ

グローバルな現代的課題に応じる

経済的負担を軽減する

　　　　　　　　　　 ↓　　　　　　　

　　　　　人間教育に寄与
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取組の意義
１，社会的ニーズへの対応

　　　　　　　　　　　　　　

15～19歳の死因別割合（平成17年）

35%

28%

9%

6%

2%

20%
不慮の事故

自殺

悪性新生物

心疾患

先天奇形等

その他
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命を粗末にする事件・事故の続発
自他の命を大切にできない若年
層の増加
人命が軽んじられている現代社会

　　　　　　　　　　↓

人 命 を 尊 重 す る 若 者 の 育 成
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　取組の意義
　２，学生のニーズへの対応

　 　　人間関係力に乏しい

　 　　自分に自信が持てない

　 　　自分を大切にできない

　（そのために苦しんでいる）多くの学生

　　　　　　　　　　　　　↓

自 尊 感 情 を 持 つ 若 者 の 育 成
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　新たな取組～人命尊重マインド養成支援プログラム～

人命尊重マインド

認識・意欲知識・技能

態度・行動
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取組の全体像　

社会的ニーズ

人命尊重マインド

学生のニーズ

救
命
救
急
教
育

交
通
安
全
教
育

人命尊重の啓発活動

講演会
シンポジウム

命の資料室
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実施計画（１９年度入学生の場合）
　
　

人
命
尊
重
マ
イ
ン
ド
を
備
え
た
保
育
者

　　　 １年次

◆交通安全教育宿泊研修
　　（1１月２１～２２日
　　　２月２６～２７日）

◆講演会・ワークショップ
　　（２月５日）

◆救命救急教育
　全員受講「救急法｝
　 （２月２日）

◆命の資料室開設準備
　 （11月～）

　　　　 ２年次

◆命の資料室運営開始
　　 （４月～）

◆講演会・ワークショップ
　シンポジウム
　　（６月・10月・１月）

◆救命救急法
　自主研修（随時）

◆啓発活動
　　（１０～３月）
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〈事業推進体制〉
人命尊重マインド養成支援委員会

スーパーバイザー

（岡山学院大学人間生活学部・キャリア実践学部教員）

教員

学生ボランティア

教員

学生ボランティア

教員

学生ボランティア

教員

学生ボランティア

命の資料室・
評価担当

シンポジウム
担当

救命救急教育
担当

交通安全教育
担当

委員長（学長）
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　体験型学習
　１，交通安全教育講習
　　「鈴鹿サーキット交通教育センター」
　　　　　　　　　　　　　　　（三重県鈴鹿市）

１年生、平成１９年１１月２１～２２日

２年生、平成２０年２月２６～２７日
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交通安全教育講習（１年生）　
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交通安全教育講習（１年生）　

　　　　

14

　
交通安全教育講習（１年生）　

　　　　

修了証→
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体験型学習
　２，救命救急講習

１年生　平成２０年２月２日

　　　　本学体育館

２年生　平成２０年２月２６～２７日

　　　　鈴鹿サーキット交通教育センター
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救命救急講習 （１年生）　
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救命救急講習（１年生）　

　　　

18

１，命をテーマとする講演会・ワークショップ、

　シンポジウムへの参加。

　第１回　講演会・ワークショップ

　　講師　風見しんご氏（タレント）　

　　日時　平成２０年２月５日（火）午後１時～４時

　　会場　本学体育館

学びの活動
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風見しんご氏講演会　

　　　

20

　
風見しんご氏講演会・ワークショップ
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　２，「命の資料室」 の利用

　　　　　　　　　　 →体験型学習を深める

　　　　　　　　　　　　 自ら学ぶ態度を獲得する

　①　救命救急機器の導入

　②　救命救急法学習データ保存・情報検索機器の導入

　③　マルチメディア教材提示装置の導入

　④　人命尊重に関する視聴覚教材・ＡＶ機器の導入

　⑤　救命救急教育環境整備‥‥ ‥‥ ‥ ‥‥ ‥など

学びの活動
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「命の資料室」整備、救命救急機器の導入　
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「命の資料室」整備、救命救急機器の導入　

　　　

24

　
「命の資料室」整備、救命救急機器の導入　
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　評価

学習成果測定の方法
　

　① 各講習における検定等

　② 学生自身による達成度評価（質問紙法）

　③ 卒業後の追跡調査

　④ 啓発活動実践力の調査（対学生、対施設）
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評価の体制

【外部評価】

第三者委員会
（学識経験者、医師等）

保育施設職員

【プログラムの査定】

人命尊重マインド養成支援委員会

（学長、担当教職員、学生）

【学内での評価】

教授会

ＳＤ会議・ＦＤ会議
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交通安全教育講習（１年生）に関する学生の評価（１）

　　３．３→３．８

運転技術

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

講習前 講習後
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交通安全教育講習（１年生）に関する学生の評価（2）
　　３．８→４．２

交通安全態度

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

講習前 講習後
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交通安全教育講習（１年生）に関する学生の評価（３）

　　４．１→４．４

保育者として

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

講習前 講習後
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交通安全教育講習（１年生）に関する学生の評価（４）

　　４．１→４．４

人命尊重マインド

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

講習前 講習後
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救命救急教育講習（１年生）に関する学生の評価（１）

　　２．７→４．５

ＣＰＲスキル

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

講習前 講習後
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救命救急教育講習（１年生）に関する学生の評価（２）

　　３．８→４．７

援助規範

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

講習前 講習後
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救命救急教育講習（１年生）に関する学生の評価（３）

　　４．５→４．７

保育者として

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

講習前 講習後

34

救命救急教育講習（１年生）に関する学生の評価（４）

　　４．４→４．８

人命尊重マインド

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

講習前 講習後
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　おわりに

　 学生支援＝人間教育の一環

　 人命尊重＝現代社会のニーズ
　　　　　　　　　　　 　 　↓

　　　　　　　　　　人類普遍の真理

・本プログラムの実践を通して、日本の未来を担う
若者の育成をなお一層進める

・尊い人命を守るため自ら行動できる保育者を育成
する
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ご清聴ありがとうございました。

　　　　　　　　　


